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平成２９年度予算案のあらまし

基盤・安全  ～安全で安心して快適に住めるまちをめざして～

協働・行政 ～みんなでつくる持続可能なまちをめざして～

●地籍調査事業
… ………………… 1億5,000万円
　国や県の補助を得て、未着手地域
の計画的な調査を進めます。

●障がい者生活支援事業
………………………… 3,064万円

●地域づくり活動支援事業
…………………… 2億7,740万円

●大学連携事業
………………………… 2,000万円

●道路新設改良事業
… ………………… 5億4,998万円

●除雪対策事業
…………………… 6億9,720万円

●総合交通対策事業
…………………… 1億9,299万円

●建物耐震対策事業
………………………… 6,511万円

●水道施設改良事業
…………………… 10億700万円

●災害対策事業
…………………… 1億2,155万円

●下水道事業地方公営企業移行事業
………………………… 8,000万円

●駅周辺土地区画整理事業
…………………23億8,348万円

●地域生活支援事業業
………………………… 5,859万円

●救急医療対策事業
… ………………… 1億3,347万円

●健康診査事業
…………………… 2億5,326万円

●介護保険事業
………………… 95億6,400万円

●国民健康保険事業
	 （事業勘定）117億5,200万円
 （直診勘定）    4億2,450万円

　人工透析療養者への通院費助成
や在宅障がい者への交通費助成、医
療行為を必要とする在宅障がい者の
介助者への休息支援を新たに行いま
す。

　協働のまちづくり支援金や町内会防
犯灯の改修、町内会集会施設整備に
対する助成を行います。

　新たに市が設置する大学連携セン
ターに対する助成のほか、大学と連携
した調査事業などを実施します。

　宮川人道橋や松之木千島線などの
整備に着手します。

　道路や歩道除雪の機械基本補償料
などの見直しをはじめ、温泉熱を活用
した融雪設備の整備、除雪車の購入な
ど、除雪体制の充実を図ります。

　のらマイカーやまちなみバスの運行
のほか、高根地域の自主運行に対す
る助成、運転免許証自主返納者の公
共交通利用を促進する取り組みを行
います。

　耐震シェルター設置に対する助成
を拡大するなど、木造住宅等の耐震
化を促進します。

　基幹管路の耐震化整備をはじめ、
給水車の購入や給水装置の設置な
ど、臨時給水体制の充実を図ります。

　避難所運営リーダーの育成や防災
備蓄品（調理に水が不要な主食用食
料、簡易ベッド、テントなど）の計画的
な配備を進めます。

　地方公営企業法適用に向けた固定
資産の調査評価を進めます。

　東口駅前広場・観光案内所、駅西
交流広場・駐車場の整備を進めます。

　人工内耳体外部装置の買い替えを
日常生活用具の給付対象に追加する
など、生活支援を充実します。

　休日診療所の運営や救急救命セン
ターの運営助成をするほか、心臓カ
テーテル検査機器整備に対する助成
を行います。

　がん検診や骨粗しょう症検診、歯
周疾患検診を行うほか、健康診査の
対象年齢を中学3年生まで引下げ、25
歳以下の自己負担を無料にします。

　各種保険給付や介護予防事業を行
うほか、地域での包括的な支援体制
づくりを推進します。また、認知症ケア
や成年後見制度、介護者支援を行い
ます。

　各種保険給付や健康増進事業、直
営診療所の運営を行います。

●地域経済戦略事業
… ………………………1,207万円
　産業連関表作成などによる地域経
済構造の分析を行います。


